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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
公
益
社
団
法

人
静
岡
県
林
業
会
議
所
の
運
営
に
対
し
ご
支
援
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
四
十
五
年
、
本
会
議
所
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
資

料
を
紐
解
き
ま
す
と
、
十
項
目
か
ら
成
る
会
員
憲
章
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
組
織
・
政
策
・
経
営
・
施

業
等
多
岐
に
亘
り
ま
す
が
、
会
員
同
士
の
人
脈
強
化
を
謳

っ
た
項
目
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
「
親
し
い
十
人

の
仲
間
づ
く
り
」「
三
人
の
親
友
づ
く
り
」「
会
員
全
員
が

友
人
と
な
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
相
互
信
頼
と

協
調
の
も
と
、
林
業
家
が
抱
え
る
諸
問
題
に
連
携
し
て
取

り
組
も
う
と
謳
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
う
し
た
諸
先
輩

か
ら
の
会
議
所
に
対
す
る
期
待
や
熱
意
は
、
現
在
も
存
在

し
続
け
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
こ
と
の
意
義
が
最
近
薄

れ
て
き
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
た
だ

対
応
が
難
し
い
現
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
ど
も
は
林
業

界
と
い
う
共
通
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
っ
て
活
動
を
続
け
る

こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
会
議
所
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル

を
し
っ
か
り
再
認
識
し
た
う
え
で
諸
課
題
と
向
き
合
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
会
員
が
有
す
る
人
脈
・
知
見
・
情
報
力
・

企
画
力
・
経
営
力
・
実
行
力
・
提
案
力
・
指
導
力
・
分
析

力
・
技
術
力
等
々
、
私
ど
も
が
林
業
家
と
し
て
行
動
す
る

う
え
で
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
は
、
間
違
い
な
く
会
議
所
内
に

豊
富
に
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
総
合
力
を
味
方
に
で
き
る
か
否
か
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
私
ど
も
の
会
議
所
と
の
向
合
い
方
次
第
だ
と
思
い

ま
す
。
設
立
当
時
の
憲
章
に
あ
る
人
的
関
係
重
視
と
い
う

「
会
議
所
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
を
今
こ
そ
再
確
認
し
、
更
に
育

て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

　

さ
て
本
年
の
干
支
は
壬
寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）
で
す
。

寅
は
春
が
来
て
草
木
が
伸
び
始
め
る
状
態
を
表
し
て
お

り
、
物
事
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
年
で
す
。
関
係
各
位
の

皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
林

業
会
議
所
の
活
動
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
会
頭

育
て
よ
う
、会
議
所
ス
ピ
リ
ッ
ツ

大
富
部
喜
彦



〈天　竜〉〈静　岡〉〈富　士〉
㈬
正午より

県森連〈初市〉のご案内

※皆様方のご出品ご来場を職員一同、心よりお待ち申し上げます。

〈天　竜〉〈静　岡〉〈富　士〉
1月12日1 月12日㈬

正午より 1 月13日1 月13日㈭
正午より 1 月７日㈮

正午より

県森連〈初市〉のご案内

※皆様方のご出品ご来場を職員一同、心よりお待ち申し上げます。

新年森林組合長会議
開催のお知らせ

と　き：令和４年１月28日㈮　13：30～
ところ：静岡市駿河区南町「ホテルグランヒルズ静岡」
　　　　　　　　　　　（旧センチュリー静岡）

公益財団法人静岡県グリーンバンク 
理事長　鈴木　一雄

2022 本年もよろしく
お願い申し上げます
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〈保　合〉乾しいたけ市況
〈令和３年10月26日〉
　出品数量� 4,359㎏

　全体的に葉筋が小さかった事もあり、買い気は大葉に集
まった。今回は、香信に買い気が集まり、特に小葉には、冬
菇が混じったものもあり値が上がった。アレ葉の色の良い上
質なものは、良い値が付き始めた。

総平均値� 3,714 円
　冬菇系� 3,837 円
　香信系� 3,662 円

入札日1/18
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〒410－2416　静岡県伊豆市修善寺4279－5
　  静岡県きのこ総合センター振興協議会内
　TEL.（0558）72－1135　FAX.（0558）72－7855

天竜事業所　2145回市
令和３年12月15日

静岡事業所　2601回市
令和３年12月16日

富士事業所　1090回市
令和３年12月17日

樹種 長さ 末口径 中値 気配 末口径 中値 気配 末口径 中値 気配

ス　
　

ギ

2.0 20- 6,000 ○ 20- - - 20- - -

3.0
14 14,000 △ 14 14,000 ○ 14 14,000 ○
16-18 18,000 △ 16-18 15,000 ○ 16-18 17,000 ○
20- 18,000 △ 20- 16,000 ○ 20-22 17,000 ○

4.0

5-10 350 ○ 8-12 300 ○ 8-11 280 ○
12-13 13,000 ○ 13 13,000 ○ 12-13 12,000 ○
14 16,000 △ 14 14,000 ○ 14 13,000 ○
16-18 18,000 △ 16-18 15,000 ○ 16-18 16,000 ○
20-22 18,500 △ 20-22 16,000 ○ 20-22 16,000 ○
24-28 19,000 △ 24-28 16,000 ○ 24-28 16,000 ○
30-34 20,000 △ 30-34 16,500 ○ 30-36 17,000 ○
36- 20,000 △ 36- 17,000 ○ 38- 17,000 ○

6.0 16-18 - - 16-18 - ▽ 14-18 - -
20-22 - - 20-22 - ▽ 20-22 - -

ヒ
ノ
キ

2.0 20- 16,000 △ 30- 26,000 ○ 20- - -

3.0
14 30,000 ○ 14-15 28,000 ○ 14 25,800 ▽
16-18 42,000 △ 16 40,000 ○ 16-18 33,000 ▽
20-22 30,000 ○ 18-22 38,000 ○ 20-22 25,000 ▽

4.0

5-10 350 ○ 8-12 360 ○ 4-7 - -
12-13 15,000 △ 13 16,000 ○ 8-11 380 ○
14 30,000 △ 14 27,000 ○ 12-13 15,000 ○
16-18 38,000 △ 16 38,000 ○ 14 28,000 ○
20-22 30,000 ○ 18 33,000 ○ 16-18 31,000 ▽
24-28 30,000 ○ 20-22 30,000 ○ 20-22 25,000 ▽
30-34 30,000 ○ 24-28 28,000 ○ 24-28 28,000 ▽
30- 40,000 ○ 30-34 28,000 ○ 30-36 28,000 ▽

6.0
14 - - 16 37,000 ▽ 16-17 32,000 ▽

16（17）-18 40,000 ▽ 18 42,000 ▽ 18 37,000 ▽
20-22 35,000 ▽ 20 38,000 ▽ 20-22 32,000 ▽

全出品量 2,618㎥ 2,133㎥ 3,150㎥
落 札 率 100% 100% 100%
土場在庫 70台 65台 172台

〈　納市!!　〉
　各事業所にて納市を無事に終えることができました。出荷者の皆様にはご協力いただき職員一同感謝申
し上げます。昨年を振り返りますと春先からの「ウッドショック」によりヒノキ構造材を中心に何十年かぶり
の値戻しがあり、久しぶりに活況を実感したいい意味での激動の一年でありました。ここにきて、これまで
市況をけん引していたヒノキ構造材に陰りが見えてきたものの全体的には相場を維持できています。新年
を迎え今年もこの状況が長く続くと期待したいものであります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

Ｆ　＆　Ｆ

し
、
若
返
り
も
図
っ
た
が
、
皆
さ

ん
の
発
言
や
議
論
の
場
が
乏
し
か

っ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。」

と
述
べ
た
。
最
後
に
、
林
業
会
議

所
の
課
題
と
し
て
、「
事
業
推
進

の
根
っ
こ
に
は
盤
石
な
財
政
基
盤

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
会
員
の
増
強
対
策
な
ど
今
ま

で
と
は
発
想
を
変
え
て
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
効

性
は
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め

し
た
が
、
は
た
し
て
期
待
す
る
経

済
効
果
が
で
る
か
疑
問
視
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
の
国

会
の
議
論
、
予
算
の
執
行
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
。」
と
述

べ
た
。
林
業
界
の
状
況
に
つ
い
て

は
、「
春
先
か
ら
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
で
は
国
産
材
へ
追
い
風
と
な

り
、
原
木
価
格
が
高
騰
し
、
一
服

感
は
あ
る
も
の
の
高
値
で
推
移
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

く
も
の
か
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。」
と
語
り
、
行
政
の
動
き

と
し
て
は
、「
林
野
庁
は
、
今
年

の
六
月
に
新
た
な
森
林
・
林
業
基

本
計
画
を
策
定
し
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
グ
リ
ー
ン
成
長
を
掲

げ
、
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
い
る
。
令
和
四
年
度
の
概

算
要
求
で
は
、
一
般
公
共
事
業
費

で
二
、二
〇
〇
億
円
強
を
要
求
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
述

べ
た
。

　

さ
ら
に
十
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
改
正
木
材
利
用
促
進
法
」
に
言

及
し
、「
従
来
の
公
共
建
築
物
か

ら
一
般
建
築
物
へ
拡
大
し
て
木
材

利
用
を
促
進
す
る
法
と
な
っ
た
。

政
府
で
は
、
漢
字
の「
十
」と「
八
」

　
（
公
社
）
静
岡
県
林
業
会
議
所

は
、
第
五
十
二
回
定
時
総
会
を
静

岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
静
岡
市
葵
区
）
で
開
催
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
対
策
を
万
全
に
し
、
来
賓
を
招

待
せ
ず
、
正
会
員
に
は
で
き
る
か

ぎ
り
委
任
状
か
書
面
表
決
で
の
参

加
を
お
願
い
し
て
、
出
席
者
は
役

員
等
の
参
加
に
と
ど
め
る
方
針
で

実
施
し
た
。

　

大
富
部
喜
彦
代
表
理
事
会
頭

は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
最
近
の
情
勢

を
踏
ま
え
「
足
掛
け
二
年
に
わ
た

る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
年
度
の
活

動
も
た
い
へ
ん
制
約
が
多
か
っ

た
。第
二
次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
、

経
済
対
策
と
し
て
財
政
規
模
で

五
五
兆
円
強
、
一
般
会
計
補
正
予

算
で
三
二
兆
円
弱
の
策
を
打
ち
出

（
公
社
）
静
岡
県
林
業
会
議
所
第
五
十
二
回

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

▶
大
富
部
会
頭
冒
頭
あ
い
さ
つ

▶
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

杉
山
副
会
頭

▶
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
で
マ

シ
ュ
マ
ロ
を
焼
く
生
徒
た
ち

を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
木
」
と
い

う
字
に
な
る
こ
と
に
ち
な
み
、
十

月
八
日
を
「
木
材
利
用
促
進
の

日
」、
十
月
を
「
木
材
利
用
促
進

月
間
」
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

国
を
あ
げ
て
木
材
利
用
促
進
に
取

り
組
み
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
森
林
の
持
続
可
能

性
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
気
候

変
動
対
策
も
含
め
て
、
森
林
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。」
と
続
け
た
。

　

林
業
会
議
所
の
組
織
に
つ
い
て

は
、「
組
織
強
化
の
た
め
事
務
局

の
二
専
任
体
制
を
と
っ
た
。
理
事

会
も
四
人
の
理
事
が
新
た
に
就
任

て
い
き
た
い
。」
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
意
欲
を
示
し
た
。

　

総
会
審
議
で
は
、
議
長
に
山
下

喜
隆
理
事
を
選
任
し
て
、
上
程
さ

れ
た
令
和
二
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど
二
議
案

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
、
杉
山
嘉
英

代
表
理
事
副
会
頭
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
世
の
中
の
価
値
観
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
、
平
成

と
続
い
た
も
の
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
、
暮
ら
し
方
に
も
大
き
な
転

換
期
に
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
我
々
林
業
界
も
こ
う
い
っ
た

こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

新
し
い
時
代
の
中
で
森
づ
く
り
の

あ
り
方
、
森
と
人
々
の
あ
り
方
を

考
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
方
向
を

見
据
え
な
が
ら
、
会
員
の
そ
れ
ぞ

　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
、
新
た
な
変
異
型
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
す
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
の
感
染
者
は
落
ち
着
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
終
息
と
い
え
る
状
況
で
は
な
い
。
第
六
波
の
襲

来
に
備
え
、
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、
規
模
縮
小
、
時
間
短
縮
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
万
全
を
期
し
、
来

賓
の
招
待
は
見
合
わ
せ
、
出
席
者
を
限
定
し
て
開
催
さ
れ
た
。
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▶
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

楽
し
む
緑
の
少
年
団
員
た
ち

　

令
和
三
年
十
二
月
四
日
㈯
、
冬

空
の
中
、
浜
松
市
浜
北
区
に
あ
る

静
岡
県
立
森
林
公
園
内
の
「
森
の

家
」
で
令
和
三
年
度
緑
の
少
年
団

交
流
集
会
が
行
わ
れ
た
。

　

緑
の
少
年
団
交
流
集
会
は
、（
公

財
）
静
岡
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
が

県
下
三
か
所
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
西
部
地

区
で
の
交
流
集
会
を
（
公
社
）
静

岡
県
林
業
会
議
所
が
受
託
し
て
計

画
と
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。
当
林

業
会
議
所
で
は
、
運
営
委
員
会
が

緑
の
少
年
団
交
流
集
会
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

緑
の
少
年
団
交
流
集
会
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

静
岡
県
立
森
林
公
園
「
森
の
家
」
で
実
施

静
岡
県
立
森
林
公
園
「
森
の
家
」
で
実
施

森
林
環
境
教
育
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
今
回
は
、
こ
う
し
た
実

績
が
評
価
さ
れ
て
、
緑
の
少
年
団

交
流
集
会
に
協
力
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

緑
の
少
年
団
交
流
集
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
初
め
て
の
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

　

参
加
者
は
緑
の
少
年
団
の
う
ち

二
団
（
敷
地
緑
の
少
年
団
、
わ
ん

ぱ
く
題
楽
緑
の
少
年
団
）
の
団
員

で
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生

の
男
子
八
人
だ
っ
た
。
午
前
は
、

野
外
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

午
後
は
室
内
で
姫
カ
ン
ナ
を
使
っ

た
ヒ
ノ
キ
の
箸
づ
く
り
を
楽
し
ん

だ
。

　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、「
森

の
家
」
正
面
駐
車
場
に
隣
接
す
る

ア
ラ
カ
シ
の
大
樹
で
行
っ
た
。

　

事
前
に
樹
木
の
健
康
と
景
観
に

配
慮
し
つ
つ
、
安
全
に
ツ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
剪
定

◀
姫
カ
ン
ナ
で
ヒ
ノ
キ
の
箸

づ
く
り

◀
総
会
風
景

を
行
う
な
ど
入
念
な
準
備
を
し
て

当
日
を
迎
え
た
。
始
め
に
体
に
合

っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
装
具
を
着
用

し
た
後
、
指
導
員
か
ら
入
念
な
説

明
を
受
け
、
実
際
に
ロ
ー
プ
を
使

っ
た
木
登
り
を
体
験
し
た
。

　

ヒ
ノ
キ
の
箸
づ
く
り
は
、
あ
ら

か
じ
め
用
意
し
た
小
割
に
し
た
ヒ

ノ
キ
の
小
さ
な
角
材
を
木
工
用
の

「
姫
カ
ン
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
工
具

を
使
っ
て
、
各
々
が
木
を
削
り
な

が
ら
角
材
を
手
ご
ろ
な
大
き
さ
の

箸
に
加
工
し
、
紙
や
す
り
で
仕
上

げ
を
行
っ
た
。

　

野
外
と
室
内
で
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
と
箸
づ
く
り
を
体
験
し

て
、団
員
た
ち
は
帰
途
に
つ
い
た
。
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（
公
社
）
静
岡
県
林
業
会
議
所

が
実
施
し
て
い
る
学
校
林
を
活
用

し
た
森
林
環
境
教
育
事
業
の
一
環

で
、
富
士
宮
市
立
井
之
頭
中
学
校

の
生
徒
た
ち
を
対
象
に
十
二
月
三

日
に
木
工
教
室
を
行
っ
た
。
木
工

教
室
と
は
い
う
も
の
の
野
外
で
、

林
業
で
使
う
道
具
に
つ
い
て
学
習

し
た
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

丸
太
を
伐
採
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
井
之

頭
中
学
校
の
生
徒
全
員
が
参
加
し

た
。
講
師
は
本
会
運
営
委
員
の
片

平
有
信
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
富

士
宮
市
の
林
業
家
二
名
が
務
め

▶
林
業
で
使
う
道
具
を
説
明

す
る
片
平
有
信
氏

◀
講
師
の
手
を
借
り
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太
切
り

▶
追
平
氏
と
改
築
し
た
塀
と
門

富
士
宮
市
立
井
之
頭
中
学
校
で
木
工
教
室

富
士
宮
市
立
井
之
頭
中
学
校
で
木
工
教
室

た
。

　

ま
ず
、
林
業
で
使
う
道
具
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
（
エ
ン
ジ
ン
、
モ
ー
タ
ー
）、

斧
、
折
り
た
た
み
鋸
、
ト
ビ
、
ク

サ
ビ
な
ど
を
紹
介
し
た
。
道
具
以

外
に
も
、
身
に
着
け
て
い
る
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
刃
が
当
た
っ
て
も
繊

維
が
絡
ま
っ
て
止
ま
る
防
御
用
の

作
業
ズ
ボ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド

と
防
音
用
耳
あ
て
の
付
い
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
の
色

彩
の
作
業
服
な
ど
伐
採
作
業
の
時

に
身
に
着
け
る
も
の
を
紹
介
す
る

と
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に

見
て
い
た
。

　

林
業
で
使
用
す
る
道
具
や
服

装
、
装
備
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

た
後
は
、
全
員
が
用
意
し
た
丸
太

を
実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
手
ノ

コ
で
伐
採
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
比
べ
て
時
間
が
か
か
り
体
力
を

使
う
に
手
ノ
コ
で
の
伐
採
も
根
気

よ
く
ノ
コ
ギ
リ
を
動
か
し
て
円
盤

を
伐
り
採
っ
た
。
作
成
し
た
円
盤

　

令
和
三
年
十
一
月
九
日
、
フ
ジ

イ
チ
㈱
（
浜
松
市
天
竜
区
船
明
）

の
大
径
材
に
対
応
し
た
製
材
機
の

は
各
自
で
持
ち
帰
っ
た
。

　

伐
採
作
業
を
中
心
と
し
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
野
外
で
の
木
工
教
室

が
終
わ
っ
た
後
は
、
残
り
の
丸
太

で
講
師
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ

を
作
り
、
実
際
に
火
を
つ
け
て
、

用
意
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
マ
シ
ュ

マ
ロ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を
焼

い
て
楽
し
ん
だ
。
校
長
先
生
を
は

じ
め
先
生
方
も
参
加
し
、
初
冬
に

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
の
火
は

心
地
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

会
員
訪
問
！

会
員
訪
問
！

浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
の
追
平
邸

浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
の
追
平
邸

（
本
会
会
員
）
の
塀
改
築

（
本
会
会
員
）
の
塀
改
築

竣
工
式
の
取
材
の
後
、
か
ね
て
よ

り
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
本
会
会

員
で
前
理
事
の
追
平
典
義
氏
の
自

宅
の
塀
の
改
築
の
様
子
を
見
学
す

る
た
め
、
天
竜
区
春
野
町
田
河
内

の
追
平
邸
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

追
平
邸
は
、
築
一
一
〇
年
の
古

民
家
で
周
囲
を
石
垣
と
木
塀
（
ス

ギ
板
）
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
出
入

口
の
門
扉
は
ま
た
、
総
ヒ
ノ
キ
造

り
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ

の
周
囲
を
囲
っ
て
い
る
塀
と
門
扉

の
改
築
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
の
造
り
を
ほ
ぼ
再
現
す
る
方

法
で
、
大
工
の
腕
の
見
せ
所
満
載

の
建
築
と
い
え
る
。

　

家
の
中
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
一
一
〇
年
前
の
造
作
の

ま
ま
で
、
仕
組
み
に
狂
い
の
な
い

ガ
ラ
ス
戸
や
天
井
板
、
マ
ツ
の
梁

な
ど
は
、
往
年
の
技
術
の
確
か
さ

が
う
か
が
え
、
一
〇
〇
年
経
っ
て

も
経
年
変
化
を
感
じ
さ
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

れ
の
経
営
も
加
味
し
な
が
ら
、
本

会
の
活
動
を
進
め
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
、
さ
ら

に
「
今
回
、
新
し
く
理
事
に
な
っ

た
方
は
、
静
岡
県
の
林
業
技
術
、

そ
の
指
導
な
ど
林
業
の
最
前
線
に

立
っ
て
い
る
方
々
で
、
林
業
と
地

域
の
関
わ
り
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

林
業
会
議
所
の
新
し
い
方
向
性
な

ど
を
示
す
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
続
け
た
。

　

最
後
に
、「
静
岡
県
林
業
会
議

所
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
林
業
会

議
所
の
お
か
げ
で
森
づ
く
り
が
進

ん
だ
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
許
さ
れ

る
限
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
結
ん
で
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

(3) 2022年（令和４年）１月１日 第1143号
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昨
年
春
頃
か
ら
起
き
た
輸
入
木

材
の
不
足
と
価
格
高
騰
、
い
わ
ゆ

る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
ま

だ
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
一
旦
小
康
状
態
に
な

っ
た
米
国
や
中
国
で
住
宅
需
要
が

回
復
し
た
こ
と
や
、
コ
ン
テ
ナ
運

賃
が
急
激
に
上
昇
し
た
こ
と
が
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
っ
て
国
産
材
の
原
木
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
は
、
生
産
現
場
に

久
々
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
推
察
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
木
材
住
宅
の
供
給
事

業
者
か
ら
は
、
製
品
の
価
格
高
騰

や
入
手
難
へ
の
不
安
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

林
野
庁
の
話
で
は
、
輸
入
木
材

と
国
産
材
の
製
品
価
格
は
こ
こ
数

年
差
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
確
保

で
き
る
ロ
ッ
ト
の
大
き
さ
で
大
手

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
輸
入
材

製
品
の
比
率
が
高
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
需
要
が
停

滞
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
縮
小
傾

向
だ
っ
た
国
産
材
の
流
通
加
工
施

設
を
増
や
し
て
安
定
し
た
量
を
供

給
で
き
れ
ば
、
輸
入
材
の
シ
ェ
ア

を
国
産
材
が
昔
の
よ
う
に
奪
い
返

す
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
ま

す
。今
回
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、

こ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
真
に

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
し
、

こ
の
機
会
を
利
用
し
な
い
と
次
の

転
換
点
が
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

年
末
成
立
し
た
補
正
予
算
で

も
、
林
野
庁
と
し
て
製
品
供
給
力

強
化
対
策
や
国
際
競
争
力
強
化
対

策
な
ど
、
総
額
で
約
五
〇
〇
億
円

規
模
の
予
算
を
計
上
し
て
国
産
材

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国

土
交
通
省
で
も
、
私
が
住
宅
局
を

副
大
臣
と
し
て
担
当
し
て
い
た

二
〇
一
九
年
二
〇
二
〇
年
の
木
材

建
築
の
緩
和
に
続
い
て
、
今
年
の

通
常
国
会
で
建
築
基
準
法
の
改
正

を
目
指
す
方
針
で
す
。
今
回
は
、

一
定
の
耐
火
性
能
を
持
つ
木
造
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
高
さ
一
六
ｍ

以
下
で
延
べ
床
面
積
三
〇
〇
〇
㎡

以
下
の
場
合
は
安
全
性
の
解
析
な

ど
の
規
制
を
緩
和
し
ま
す
。
簡
単

に
言
え
ば
第
三
者
の
評
価
が
不
要

に
な
り
、
建
築
会
社
が
設
計
建
築

し
や
す
く
な
る
と
言
う
こ
と
で
木

造
建
築
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

木
造
建
築
物
は
、
鉄
骨
鉄
筋
構

造
に
比
べ
資
材
生
産
の
面
で
二
酸

化
炭
素
が
四
〇
％
少
な
い
と
さ

れ
、
日
本
や
世
界
で
進
め
ら
れ
て

い
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
時
代
の
象
徴
に
な
る
可
能
性
が

十
分
あ
り
ま
す
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
を
良
い
転
換
点
に
し
て
、
そ
の

先
を
明
る
い
未
来
に
す
る
た
め
に

は
、
川
上
川
下
一
体
と
な
っ
た
対

応
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
行
政

も
真
剣
勝
負
で
支
援
に
取
り
組
む

よ
う
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
先
に

�

参
議
院
議
員　

牧
野
た
か
お

森
林
・
林
業

研
究
セ
ン
タ
ー

（NO.743）

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

静
岡
県
林
業
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
当
セ
ン
タ

ー
の
研
究
に
多
大
な
る
御
支
援
と

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
来
年
度
か
ら

始
ま
る
試
験
研
究
機
関
に
係
る
基

本
戦
略
（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

本
県
の
試
験
研
究
機
関
は
、
農

林
技
術
研
究
所
の
他
、
畜
産
、
水

産
・
海
洋
、
工
業
及
び
環
境
衛
生

技
術
研
究
所
の
五
研
究
所
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
試
験

研
究
機
関
で
は
、
県
の
政
策
課
題

に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
産
業
応

用
に
つ
な
が
る
研
究
を
重
視
す
る

な
ど
、
地
域
産
業
の
振
興
や
、
県

民
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
農
林
水
産
分
野
で
は
、
事
業

者
が
独
自
の
研
究
分
野
を
持
た
な

い
た
め
、
品
種
改
良
等
の
技
術
開

発
や
研
究
成
果
の
現
場
へ
の
活
用

に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
で
は
昨
年
度
に
「
科
学
技
術

基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、「
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計

画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
情
勢
で
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
中
長

期
的
に
労
働
力
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
第
四
次
作
業
革
命

と
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
展
し
、
産
業

構
造
の
転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
脱
炭
素
社
会
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
な
ど
大
き
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

今
回
の
四
年
間
の
基
本
戦
略（
案
）

で
は
本
県
の
試
験
研
究
機
関
が
培

っ
て
き
た
現
場
の
技
術
力
（「
研

究
開
発
」「
技
術
支
援
」「
調
査
研

究
」）
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
積
極
的
に
融
合
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
当
セ
ン
タ
ー
で
の
研

究
開
発
で
は
、
①
無
花
粉
ス
ギ
の

開
発
と
、
成
長
・
材
質
等
に
優
れ

た
ヒ
ノ
キ
の
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

開
発
②
野
生
鳥
獣
の
効
率
的
な
捕

獲
技
術
の
開
発
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先

端
技
術
を
活
用
し
た
侵
入
感
知
シ

ス
テ
ム
な
ど
捕
獲
者
の
負
担
軽
減

技
術
の
開
発
③
成
長
が
早
く
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
率
の
高
い
早
生
樹

等
の
利
用
用
途
別
の
樹
種
選
定
及

び
更
新
・
育
林
技
術
の
開
発
④
県

産
材
を
活
用
し
た
新
た
な
木
製
品

の
技
術
開
発
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
長
期
固
定
へ
の
貢
献
等
の
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
支
援
で
は
、
①
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る

た
め
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
機

能
・
制
度
・
使
い
や
す
さ
を
検
証

し
、
農
林
事
務
所
と
連
携
し
た
技

術
支
援
②
「
ふ
じ
の
く
に
森
の
防

潮
堤
づ
く
り
」
で
は
、
植
栽
木
の

育
成
管
理
手
法
を
技
術
指
導
し
健

全
な
防
災
林
の
造
成
等
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

調
査
研
究
で
は
、
①
森
の
力
再

生
事
業
実
施
箇
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
②
ス
ギ
花
粉
着
花
量
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
実
施
し
、

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、昨
年
末
に
、

関
係
団
体
等
に
研
究
要
望
カ
ー
ド

の
提
出
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
森
林
・
林
業
の

現
場
で
、
今
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
課
題
等
を
遠
慮
な
く
要
望
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
か
ら
の
要
望
や

課
題
を
迅
速
に
解
決
す
る
研
究
を

進
め
、
そ
の
研
究
成
果
を
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
御
支

援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
本

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
試
験
研
究

機
関
に
係
る
基
本
戦
略
（
案
）

セ
ン
タ
ー
長　

伊
藤　

晃

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
県
森
連
の
各
種
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

県
も
令
和
三
年
度
事
業
で
、
森

林
認
証
材
供
給
基
盤
整
備
事
業

（
十
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
道
や
架
線
へ

の
補
助
）
や
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
（
三
次
元
点
群
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
高
精
度
な
森
林
情

▶
杉
山
富
士
農
林
事
務
所
長　

祝
辞

▶
四
十
二
周
年
記
念
市
下
見
風
景

　
　

静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会

令
和
四
年
　

年
頭
所
感

　
　
～
Ｆ
＆
Ｆ
新
年
号
に
寄
せ
て
～

代
表
理
事
会
長　

中
谷
多
加
二
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報
の
整
備
）、
住
ん
で
よ
し
し
ず

お
か
木
の
家
推
進
事
業
（
県
産
材

利
用
に
対
す
る
補
助
）
を
は
じ
め

各
種
の
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
森
林
認
証
材
供
給
基
盤
整

備
事
業
は
、
昨
年
九
月
時
点
で
要

望
が
予
算
を
上
回
る
な
ど
林
業
経

営
体
に
好
評
で
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
県
森
連
の
三
事

業
所
に
出
荷
さ
れ
る
原
木
も
徐
々

に
増
加
し
昨
年
十
一
月
に
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
以
前
の
取
扱
量
に
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
県
森
連
の
市
場
取
引
価

格
に
つ
い
て
は
、
外
国
産
材
の
輸

入
が
滞
り
県
産
材
の
価
格
高
騰
を

招
き
、
な
お
か
つ
原
木
の
需
要
に

供
給
が
追
い
付
か
な
い
状
態
が
続

き
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
の
市
場
動
向
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
施
設
に
提
供
さ
れ
た
県
産
認
証

杉
檜
は
施
設
の
解
体
後
、
県
は
じ

め
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
知

恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
利
活
用

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
原
木
供
給
の
ダ
ム
機
能

の
必
要
性
か
ら
設
置
す
る
中
間
土

場
二
つ
の
う
ち
、
佐
久
間
町
中
部

は
運
用
中
、
す
で
に
一
部
を
使
用

し
て
い
る
伊
豆
大
平
の
中
間
土
場

も
本
年
度
本
格
運
用
を
開
始
い
た

し
ま
す
、
伊
豆
半
島
中
南
部
に
所

在
す
る
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体

は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
、

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
竜
事
業
所
に
お
き
ま

し
て
は
昨
年
導
入
し
ま
し
た
選
別

機
も
順
調
に
稼
働
し
、
よ
り
多
く

の
原
木
の
選
別
が
可
能
と
な
り
、

入
荷
最
盛
期
に
も
対
応
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
竜
事
業
所
の
事
務
所
の
建
て

替
え
工
事
に
つ
い
て
は
、
県
産
材

の
高
騰
と
建
築
用
材
の
不
足
、
ま

た
高
度
な
技
術
を
要
す
る
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

か
ら
大
幅
に
遅
れ
が
生
じ
、
職
員

　

静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
富
士

事
業
所
で
は
、
令
和
三
年
十
一
月

二
十
六
日
に
創
立
四
十
二
周
年
記

念
市
を
開
催
し
た
。
来
賓
に
は
、

静
岡
県
富
士
農
林
事
務
所
の
杉
山

厚
吉
所
長
が
招
待
さ
れ
た
。

　

静
岡
県
森
連
中
谷
多
加
二
会
長

は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
出
席
し

て
い
る
出
荷
者
と
買
い
方
の
方
々

に
お
礼
を
述
べ
た
後
、「
依
然
と

し
て
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も
に
高

値
が
続
い
て
い
る
が
、
年
明
け
に

は
ど
う
な
る
か
と
い
う
一
抹
の
不

安
は
あ
る
。
今
回
は
、
ヒ
ノ
キ
の

枝
打
ち
材
な
ど
良
質
な
材
が
出
品

さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
い
相
場
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」

と
語
っ
た
。

県
森
連
富
士
事
業
所
創
立
四
十
二

県
森
連
富
士
事
業
所
創
立
四
十
二

周
年
記
念
市
開
催
さ
れ
る

周
年
記
念
市
開
催
さ
れ
る

　

来
賓
の
杉
山
富
士
農
林
事
務
所

長
は
、
祝
辞
の
中
で
、「
県
と
し

て
は
、
高
値
が
続
く
市
況
の
な
か

で
出
荷
者
の
方
々
の
ご
尽
力
に
は

敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
伊
豆
市

で
県
森
連
が
進
め
て
い
る
中
間
土

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

を
は
じ
め
関
係
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
令
和
四
年

中
の
完
成
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　

市
売
り
以
外
で
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
県
下
の
自
治
体

が
行
う
森
林
整
備
を
は
じ
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
徴
に
応
じ

た
利
用
を
県
森
連
の
環
境
税
推
進

室
の
職
員
が
個
別
の
相
談
に
応
じ

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
野
も
県
森
連
の
収
入
の

柱
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

今
後
、
職
員
の
増
員
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
県
森
連
、
県
下
森
林
組

合
の
役
職
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

静
岡
県
の
原
木
の
生
産
・
販
売
・

流
通
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

関
係
す
る
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�

令
和
四
年
一
月
吉
日

場
も
暫
定
運
用
を

始
め
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
た
い

へ
ん
よ
い
こ
と
だ

と
歓
迎
し
て
い

る
。」
と
最
近
の

情
勢
に
つ
い
て
述

べ
る
と
と
も
に
、

「
県
と
し
て
は
供

給
体
制
の
整
備
に

と
ど
ま
ら
ず
、
中

長
期
的
な
課
題
と

し
て
需
要
拡
大
策

と
し
て
非
住
宅
建

築
物
の
木
造
化
に

も
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
需
要
拡
大
の
取

組
を
強
化
し
て
い
く
。
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
最
近

は
入
荷
も
好
調
で
、
土
場
は
活
気

に
溢
れ
て
い
た
。

　

富
士
事
業
所
の
髙
野
誉
昭
所
長

は
、「
今
回
は
広
葉
樹
も
多
く
出

品
さ
れ
、
入
札
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。
市
況
で
は
、
ヒ
ノ

キ
は
取
扱
量
も
多
く
、
相
場
は
若

干
下
げ
傾
向
に
あ
る
。
ス
ギ
は
前

回
市
同
様
全
品
目
で
引
き
合
い
も

強
く
、
こ
の
相
場
は
今
後
も
続
き

そ
う
だ
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

▶
竣
工
式
で
挨
拶
す
る
㈱
フ

ジ
イ
チ
石
野
秀
一
社
長

　

山
林
経
営
か
ら
製
材
加
工
ま
で

手
広
く
事
業
を
行
っ
て
い
る
㈱
フ

ジ
イ
チ
（
浜
松
市
天
竜
区
）
は
予

て
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
た
大
径

木
加
工
が
可
能
な
最
新
製
材
施
設

が
完
成
し
た
の
で
、
十
一
月
九
日

に
竣
工
式
を
行
い
、
関
係
者
に
新

施
設
の
お
披
露
目
を
行
っ
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
同
社
代
表
取
締

役
社
長
で
当
会
会
員
で
あ
る
石
野

秀
一
氏
が
、
冒
頭
の
挨
拶
で
大
径

化
す
る
天
竜
材
へ
の
思
い
、
大
径

材
を
加
工
販
売
す
る
こ
と
で
新
た

な
需
要
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
を
図
り
た
い
と
新
ラ
イ
ン
整

備
の
意
義
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

た
。

　

つ
づ
い
て
、
総
務
部
長
の
野
村

洋
一
氏
か
ら
新
ラ
イ
ン
の
概
要
に

フ
ジ
イ
チ
　
大
径

フ
ジ
イ
チ
　
大
径

材
製
材
可
能
な
新

材
製
材
可
能
な
新

規
ラ
イ
ン
が
竣
工

規
ラ
イ
ン
が
竣
工

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
野
村

氏
に
よ
る
と
、旧
ラ
イ
ン
に
比
べ
、

よ
り
大
径
材
の
加
工
に
最
適
化

し
、
厚
板
を
挽
く
と
き
、
重
み
で

引
き
ち
ぎ
れ
な
い
よ
う
大
径
材
用

の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
取
り
付
け
ら

れ
て
お
り
、
大
径
材
が
安
全
に
加

工
で
き
る
設
備
と
な
っ
て
い
る
。

　

天
竜
材
の
ス
ギ
の
大
径
化
は
、

他
地
域
よ
り
十
年
は
早
く
進
ん
で

お
り
、
原
木
市
場
に
も
末
口
四
十

㎝
上
の
出
品
は
珍
し
い
も
の
で
は

な
く
、
一
般
的
な
傾
向
に
な
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
芯
去

り
の
平
角
を
効
率
よ
く
と
る
こ
と

で
、
末
口
四
十
㎝
上
の
ク
ラ
ス
に

付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
ツ
イ
ン
バ
ン
ド

ソ
ー
が
主
流
の
製
材
ラ
イ
ン
の
な

か
で
、
あ
え
て
シ
ン
グ
ル
バ
ン
ド

と
し
て
、
き
め
細
か
な
挽
き
方
が

で
き
る
ラ
イ
ン
構
成
と
し
て
い
る
。

◀
大
径
材
に
対
応
し
た
新
ラ
イ
ン


